
融資のご相談、保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。

(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）

http://www.hhk.jp/第 号

　

一
衣
帯
水
の
日
本

と
中
国
の
関
係
は
、

後
漢
書
東
夷
伝
57

年
、
魏
志
倭
人
伝
２

３
９
年
以
来
、
そ
れ

ぞ
れ
政
治
体
制
は
変
わ
っ
て
も
現

在
も
連
綿
と
続
い
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
２
大
国
は
世
界
史
的
に
稀

有
で
あ
る
▼
近
現
代
史
に
お
い
て

日
清
戦
争
（
１
８
９
４
〜
95
）
で

日
本
は
勝
利
し
て
台
湾
等
を
領

有
。
賠
償
金
２
億
テ
ー
ル
は
、
当

時
の
日
本
の
国
家
予
算
の
約
３
倍

に
相
当
す
る
巨
額
で
あ
っ
た
。
そ

の
金
で
日
本
は
八
幡
製
鉄
所
を
作

り
（
鉄
は
国
家
な
り
）
近
代
化
に

邁ま
い

進し
ん

し
た
が
、
第
２
次
大
戦
で
敗

戦
国
と
な
っ
た
。
日
本
は
中
国
を

侵
略
し
多
大
な
被
害
を
与
え
た

が
、
蒋
介
石
は
「
以
徳
報
怨
」

（
怨
み
を
徳
で
報
い
る
）
で
日
本

に
賠
償
金
を
要
求
し
な
か
っ
た
。

日
本
は
中
国
に
巨
額
の
借か

り

が
あ
っ

た
の
だ
。
も
し
払
っ
て
い
た
ら
日

本
は
終
戦
後
、
高
度
経
済
成
長
で

き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
▼
１
９
７
２

年
、
田
中
角
栄
首
相
が
北
京
を
訪

問
し
た
。
田
中
は
暗
殺
を
覚
悟
し

て
い
た
ら
し
い
。
中
国
№
２
の
周

恩
来
が
日
中
戦
争
中
の
日
本
の
悪

事
悪
行
を
述
べ
た
が
、
田
中
は
黙

っ
て
聞
い
て
「
だ
か
ら
日
本
国
首

相
で
あ
る
私
が
こ
の
北
京
へ
来
て

い
る
の
だ
」
と
述
べ
た
。
毛
沢
東

も
阿
吽
の
呼
吸
で
決
着
。
面
子
を

重
ん
じ
る
中
国
人
に
と
っ
て
、
外

国
の
頂
点
に
立
つ
人
間
が
首
都
・

北
京
を
訪
問
す
る
こ
と
は
中
国
に

対
す
る
最
大
の
敬
意
で
あ
る
。
毛

沢
東
も
田
中
角
栄
も
極
め
て
懐
が

深
か
っ
た
▼
こ
の
時
、
台
湾
問
題

だ
け
は
「
核
心
的
利
益
」
で
棚
上

げ
さ
れ
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

時
の
日
本
の
天
皇
制
護
持
同
様
で

あ
る
。
中
国
政
府
と
の
対
応
は
そ

の
点
に
尽
き
る
。
勉
強
家
の
高
市

氏
は
そ
の
こ
と
を
十
分
知
っ
て
い

る
の
か
？　

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
も

そ
の
点
へ
の
言
及
が
少
な
い
（
鼻
）
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来
年
度
改
定
で
の
診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
を

求
め
て
、
協
会
・
保
団
連
は
11
月
20
日
、
中
央
要

請
行
動
を
実
施
。
政
府
・
省
庁
・
国
会
議
員
へ
要

請
す
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
医
師
・

歯
科
医
師
ら
80
人
が
国
会
前
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

兵
庫
協
会
か
ら
、
白
岩
一
心
副
理
事
長
、
川
西
敏

12月21日　ご存じですか？むずむず脚症候群
12月28日　 国民の歯科医療を受ける権利と歯

科医療提供体制

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週日曜　夜７時15分～毎週日曜　夜７時15分～

「「兵庫県保険医協会の兵庫県保険医協会の

 聴く医療」放送中!!聴く医療」放送中!!
AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHzAM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

国会前で「命を優先する政治を」と声を上げた

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
審査対策部だより
「12月２日以降の資格確認の留意点」 ３面

６面

日常診療経験交流会　参加記 ４～５面

国
会
前
で「
医
療
を
守
れ
」ア
ピ
ー
ル

国
会
前
で「
医
療
を
守
れ
」ア
ピ
ー
ル

研
面
究 診内研より「知っているようで知
らないせかい~HbA1c~⑵」

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
を
前
に
語
り
合
う
参
加
者　
　

果
物
を
中
心
に
東
北
の
物
産
品

が
販
売　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

協
会
西
宮
・
芦
屋
支
部
は
11
月

８
日
、
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

18
回
目
と
な
る
「
被
災
地
交
流
／

物
品
・
物
産
展
」
を
開
催
。

　

恒
例
の
気
仙
沼
市
の
「
か
け
あ

し
の
会
」
か
ら
新
品
種
の
ぶ
ど
う

「
マ
ス
カ
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ン
」
や

り
ん
ご
「
シ
ナ
ノ
・
ゴ
ー
ル
ド
」

と
い
っ
た
果
物
を
中
心
に
東
北
の

物
産
品
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
能

登
半
島
地
震
被
災
者
の
方
々
が
使

わ
な
く
な
っ
た
漁
網
を
編
ん
で
作

っ
た
サ
コ
ッ
シ
ュ
、
ロ
シ
ア
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
り
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
な
ど

を
販
売
し
た
。

　

ま
た
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
問

題
や
被
災
地
訪
問
な
ど
の
協
会
の

取
り
組
み
や
、
福
島
第
一
原
発
事

故
周
辺
で
の
線
量
率
測
定
の
記

録
、
戦
時
下
で
の
ガ
ザ
に
住
む
女

子
学
生
と
母
親
の
日
記
、
川
口
・

蕨
の
ク
ル
ド
の
人
々
の
暮
ら
し
な

ど
の
パ
ネ
ル
を
展
示
。
地
域
住
民

・
患
者
と
の
交
流
を
行
っ
た
。

　

他
に
、「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
と

さ
れ
た
医
薬
品
の
保
険
外
し
の
問

題
や
、
病
院
・
診
療
所
の
経
営
危

機
に
つ
い
て
も
紹
介
。
医
療
の
抱

え
て
い
る
問
題
を
患
者
・
市
民
の

方
々
と
共
有
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。

　

市
民
か
ら
は
「
震
災
当
時
は
東

北
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い

た
が
、
そ
の
と
き
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
継
続
し
た
取
り
組
み

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
当
時
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
た
」「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
方
々
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
気
に
な
っ
て
初
め
て
参
加
し

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

西宮・芦屋支部　第18回被災地物産展西宮・芦屋支部　第18回被災地物産展

被災地とつながり
患者・市民と交流する機会に

診療報酬は何としても

大幅引き上げしかない！大幅引き上げしかない！

危
機
的
状
況
を

４
議
員
と
共
有

　

当
日
は
、
井
坂
信
彦
・
桜
井
周

（
立
憲
）・
辰
巳
孝
太
郎
（
共

産
）・
大
石
晃
子
（
れ
い
わ
）
各

衆
議
院
議
員
の
４
人
が
面
談
に
応

じ
た
。

　

井
坂
議
員
は
、
医
療
機
関
の
経

営
危
機
に
つ
い
て
「
立
憲
民
主
党

と
し
て
く
ら
し
・
命
を
守
る
た
め

経
営
困
難
な
医
療
機
関
へ
の
支
援

等
の
２
・
３
兆
円
を
含
む
８
・
９

兆
円
の
経
済
対
策
を
提
案
し
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
診
療
報
酬
引
き
上

げ
が
重
要
だ
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
証
に
関
し
て
は
、

「
患
者
が
マ
イ
ナ
保
険
証
の
電
子

証
明
書
期
限
切
れ
に
気
が
付
か
な

い
こ
と
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念

さ
れ
る
。
世
田
谷
区
な
ど
が
実
施

し
た
国
保
加
入
者
す
べ
て
に
資
格

確
認
書
を
発
行
す
る
方
法
が
最
良

だ
と
思
う
」
と
し
た
。

　

桜
井
議
員
は
、
診
療
報
酬
に
つ

い
て
「
こ
の
２
年
で
物
価
は
大
幅

に
上
が
っ
て
お
り
、
現
在
の
診
療

報
酬
で
は
ま
っ
た
く
追
い
つ
け
な

い
」「
大
幅
引
き
上
げ
が
必
要

が
重
要
だ
」
と
し
た
。

　

大
石
議
員
は
「
政
府
は
病
床
を

さ
ら
に
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。

維
新
の
会
が
与
党
入
り
し
た
こ
と

11
・
20
政
府
・
国
会
議
員
へ
訴
え
届
け
る

面
談
に
応
じ
た
井
坂
信
彦
（
①
右
）・
桜
井
周
（
②
右
）・
辰
巳
孝
太
郎
（
③
右
）・

大
石
晃
子
（
④
右
）
各
衆
議
院
議
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雄
参
与
が
参
加
し
、
兵
庫
県
選
出
の
国
会
議
員
ら
に
、

「
緊
急
財
政
措
置
と
診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め

る
」
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
お
よ
び
寄
せ
ら
れ
た
声
を

届
け
、
医
療
機
関
の
経
営
危
機
の
実
態
を
伝
え
、
医
療

機
関
経
営
へ
の
緊
急
的
な
財
政
措
置
の
必
要
性
を
強
く

訴
え
た
。

で
さ
ら
な
る
医
療
破
壊
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
力
を
尽
く
す
」
と
、

政
府
の
進
め
る
医
療
費
抑
制
策
を

阻
止
し
た
い
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

保
団
連
が
実
施
し
た
、「
診
療

報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
し
か
な

い
！
国
会
前
集
会
」
で
は
、
国
会

前
で
白
衣
の
医
師
・
歯
科
医
師
ら

80
人
が
マ
イ
ク
を
握
り
訴
え
た
。

　

兵
庫
協
会
か
ら
は
白
岩
副
理
事

長
が
「
病
院
や
診
療
所
が
な
く
な

れ
ば
困
る
の
は
患
者
さ
ん
だ
。
政

府
が
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
責

任
を
定
め
た
憲
法
25
条
違
反
に
な

る
。
国
民
と
共
に
医
療
を
守
る
運

動
を
広
げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

立
憲
、
共
産
、
無
所
属
の
国
会

議
員
９
人
も
参
加
し
「
医
療
機
関

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
政
権

は
防
衛
費
の
大
幅
増
を
狙
っ
て
い

る
」「
国
民
の
方
を
向
い
た
政
治

を
実
現
し
よ
う
」
な
ど
と
発
言
。

　

参
加
者
は
「
患
者
さ
ん
の
命
を

守
れ
」「
命
を
優
先
す
る
政
治

を
」
な
ど
と
コ
ー
ル
し
た
。

だ
」
な
ど
と
意
見
交
換
し

た
。

　

辰
巳
議
員
は
「
市
民
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

も
政
治
が
責
任
を
も
っ
て

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
な

ど
、
病
院
を
守
る
政
策
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
応
じ
、
保
険
証
に

つ
い
て
は
「
マ
イ
ナ
保
険

証
の
ご
り
押
し
で
は
な

く
、
保
険
証
の
継
続
使
用

や
、
資
格
確
認
書
の
全
員

発
行
な
ど
安
心
し
て
医
療

に
か
か
れ
る
環
境
づ
く
り

●①

●③

●②

●④

【オンライン署名は
　こちらから　 】

まだの方は今すぐご協力を！まだの方は今すぐご協力を！

まもなく改定率決定

「緊急財政措置と診療報酬の
 大幅引き上げを求める」

医師・歯科医師署名

現在
1500筆に！
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◇
出
席　

21
人 

◇
情
勢　

上
野
賢
一
郎
厚
労
相

は
、
介
護
保
険
の
２
割
負
担
拡
大

や
高
齢
者
医
療
の
３
割
負
担
拡

大
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

な
ど
国
民
負
担
増
を
進
め
る
考
え

を
示
し
た
。
厚
労
省
は
70
歳
以
上

の
３
割
負
担
拡
大
を
検
討
し
て
い

る
。

◇
医
療
活
動
報
告　

①
財
政
制
度

等
審
議
会
で
財
務
省
は
、
診
療
所

は
病
院
よ
り
高
い
利
益
率
で
経
営

余
力
が
あ
る
と
し
て
、「
診
療
所

報
酬
の
適
正
化
」
を
主
張
。
具
体

的
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
を

持
た
な
い
医
療
機
関
の
初
再
診
料

減
算
、
加
算
の
併
算
定
禁
止
な

ど
、
診
療
報
酬
削
減
を
提
案
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
②

Ａ
Ｌ
Ｓ
治
療
薬
「
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ

ン
」
の
限
定
出
荷
に
つ
い
て
、
エ

ー
ザ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
澤
田
直
樹

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
（
上
席
執
行
役

員
）
と
西
村
悠
人
氏
が
来
局
し
、

西
山
理
事
長
と
広
川
顧
問
が
応
対

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会
・「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

①
「
歯
科
の
未
来
を
総
枠
拡
大
で

切
り
拓
く
！
歯
科
決
起
集
会
」

（
10
／
30
）
に
川
村
副
理
事
長
、

小
寺
評
議
員
、
川
西
参
与
が
参
加

し
た
こ
と
、
②
愛
媛
県
保
険
医
協

会
「
歯
科
座
談
会
」（
10
／
25
）

に
川
村
副
理
事
長
が
講
師
と
し
て

参
加
し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
／

26
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
ネ
ッ
ト
社

会
の
危
う
さ
と
医
療
の
関
わ

り
」）
に
、
20
演
題
が
発
表
さ

れ
、
98
人
が
参
加
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

「
原
発

新
設
推
進
の
政
府
・
電
力
各
社
に

抗
議
す
る
」
理
事
会
声
明
が
了
承

さ
れ
た
。

 

（
11
月
８
日　

理
事
会
よ
り
）

　

協
会
な
ど
で
構
成
す
る
「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫

連
絡
会
が
11
月
３
日
に
開
催
し
た

市
民
学
習
会
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
現
実
と
社
会
の
壁
〜
そ
し
て
歯

科
医
療
」（
講
師
：
大
阪
公
立
大

学
大
学
院
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
研

究
科
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
教

授
・
濱
島
淑
惠
先
生
、
前
号
既

報
）。
参
加
し
た
柴
田
麻
紀
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

日
本
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
定
義
は
「
家
族
に
ケ
ア
を
要

す
る
人
が
い
る
場
合
に
、
大
人
が

担
う
よ
う
な
ケ
ア
責
任
を
引
き
受

け
、
家
事
や
家
族
の
世
話
、
介

護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

神
戸
市
長
選
挙
結
果
に
つ
い
て

神
戸
市
長
選
挙
結
果
に
つ
い
て

「
ひ
ま
わ
り
号
」復
活
で

み
ん
な
が
笑
顔
に

１
ク
ラ
ス
に
２
人

身
近
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

引
き
続
き
開
業
保
険
医
の
要
求
を
掲
げ
、

市
民
と
と
も
に
た
た
か
う

 

２
０
２
５
年
11
月
12
日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

政
策
・
運
動
・
広
報
委
員
会

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
ト
レ
イ
ン「
ひ
ま
わ
り
号
」が
彦
根
へ

参 加 記
　

協
会
も
実
行
委
員
会
に
参
加
す

る
障
害
者
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
ト

レ
イ
ン
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が
11
月

９
日
、
滋
賀
県
彦
根
市
に
向
け
て

運
行
さ
れ
た
。「
ひ
ま
わ
り
号
」

は
、
障
害
者
に
外
出
す
る
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
障
害
者

と
そ
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
す
る
貸
切
列
車
で
の
日
帰
り

旅
行
。
今
年
は
障
害
者
52
人
・
現

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
約
１
３

２
人
が
参
加
し
た
。
医
療
班
と
し

て
参
加
し
た
瀧
本
恭
史
先
生
（
東

神
戸
病
院
）
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

初
め
ま
し
て
。
東
神
戸
病
院
の

瀧
本
恭
史
と
申
し
ま
す
。
５
年
ぶ

り
に
再
開
と
な
り
ま
し
た
、
ひ
ま

わ
り
号
に
同
乗
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
体
験
記
を
述
べ
ま
す
。

　

こ
と
の
発
端
は
10
月
に
「
再
開

し
た
ひ
ま
わ
り
号
が
同
乗
で
き
る

医
師
を
探
し
て
い
る
」
と
相
談
が

あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
ひ
ま
わ
り

号
っ
て
何
？　

と
い
う
の
が
率
直

な
最
初
の
感
想
で
、
詳
細
に
お
聞

き
す
る
と
、
当
院
の
故
・
大
西
和

雄
先
生
が
長
年
関
わ
っ
て
き
た
イ

ベ
ン
ト
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し

て
い
た
が
今
回
再
開
に
至
っ
た
と

の
こ
と
。
ひ
ま
わ
り
号
を
体
験
さ

れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
中
で
、
再
開
の
初
回
が
私

で
よ
い
も
の
か
…
と
悩
み
ま
し
た

が
、
他
に
参
加
可
能
な
医
師
が
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
参
加
に
至

り
ま
し
た
。

　

事
前
情
報
を
お
聞
き
す
る
も
行

き
先
が
彦
根
で
あ
る
以
外
イ
メ
ー

ジ
が
沸
か
な
い
中
、

あ
っ
と
い
う
間
に
当

日
に
。
朝
３
時
に
病

院
か
ら
の
患
者
対
応

の
相
談
を
受
け
、
職

場
に
寄
っ
て
か
ら
Ｊ

Ｒ
神
戸
駅
へ
出
発

し
、
朝
７
時
50
分
集

合
予
定
の
と
こ
ろ
少

し
早
く
７
時
30
分
頃

に
到
着
。

　

天
候
は
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
老

若
男
女
の
方
々
が
ざ

っ
と
見
て
１
０
０
人

程
度
で
し
ょ
う
か
、
年
齢
層
の
広

さ
と
参
加
人
数
の
多
さ
に
驚
き
ま

し
た
。
そ
こ
ら
か
ら
「
久
し
ぶ

り
！　

元
気
だ
っ
た
？
」
と
い
う

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
ひ
ま
わ
り
号

へ
の
懐
か
し
さ
、
期
待
感
、
熱
量

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
号
は
２
２
３
系
、
関

西
圏
で
は
よ
く
お
世
話
に
な
る
電

車
で
す
。
車
椅
子
の
方
も
20
人
ほ

ど
い
ら
し
て
い
ま
し
た
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
と
ス
ム
ー
ズ
に
乗
れ

ま
し
た
。

　

ボ
ッ
ク
ス
席
に
座
っ
て
い
る
と

車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
。
車
窓
か
ら

見
え
る
六
甲
山
、
車
両
基
地
、
高

槻
の
明
治
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
看
板

の
ガ
イ
ド
も
あ
り
旅
気
分
は
盛
り

上
が
り
を
み
せ
ま
す
。

　

彦
根
到
着
後
は
足
元
、
車
椅
子

が
滑
り
や
す
い
な
か
昼
食
会
場
兼

本
部
ま
で
移
動
。
幕
の
内
弁
当
で

心
穏
や
か
に
な
っ
た
後
に
、
ビ
ン

ゴ
大
会
で
一
気
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
外
気
の
寒
さ
に
負
け
な
い

ビ
ン
ゴ
熱
で
熱
い
中
、
み
な
さ
ん

彦
根
散
策
へ
。

　

私
は
本
部
に
残
り
ま
し
た
が
、

時
間
が
あ
る
う
ち
にInstagram

で

有
名
な
和
菓
子
屋
で
お
土
産
を
購

入
。「
埋
れ
木
」
と
い
う
お
菓
子

が
定
番
だ
そ
う
で
、
口
に
入
れ
る

と
と
ろ
み
が
あ
り
美
味
し
か
っ
た

で
す
。

　

散
策
後
は
彦
根
駅
に
集
合
し
、

ひ
ま
わ
り
号
で
神
戸
、
明
石
へ
。

切
符
切
り
、
歌
、
車
内
販
売
と
イ

ベ
ン
ト
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
神
戸
駅

に
到
着
。

　

雨
天
で
の
低
体
温
、
転
倒
の
心

配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
号
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
人
と
人
と
の
心
の
中
を
走
る
電

車
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
ひ
ま
わ
り

の
よ
う
な
笑
顔
で
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
脱
却
し
て
ひ
ま
わ
り
号
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
よ
み
が
え
っ
て
い
る
雰

囲
気
で
し
た
。
来
年
度
以
降
も
ひ

ま
わ
り
号
が
続
い
て
い
く
こ
と
を

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
場
を
取
り
仕
切
っ

あいにくの雨だったが貸し切り電車での
彦根の旅を楽しんだ参加者　　　　　　

１クラスに２人の割合でヤングケアラーは
存在する、と社会的サポートの重要性を指
摘する濱島先生　　　　　　　　　　　　

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

酒
井　
　

実
先
生

姫
路
市　

内
・
外
科

９
月
25
日　

享
年
81
歳

是
枝　

哲
也
先
生

高
砂
市　

内
・
小
児
科

11
月
５
日　

享
年
96
歳

岡　
　

秀
俊
先
生

明
石
市　

歯
科

10
月
25
日　

享
年
75
歳

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」連
絡
会
市
民
学
習
会

感 想 文

て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
」
で

す
。

　

濱
島
先
生
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

実
態
調
査
で
は
、
学
校
各
ク
ラ
ス

に
２
人
く
ら
い
存
在
す
る
イ
メ
ー

ジ
と
の
こ
と
。
役
所
か
ら
の
書
類

を
作
成
、
病
院
で
説
明
を
聞
く
、

話
し
相
手
（
緊
張
感
を
伴
う
長
時

間
の
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
）。
大

人
に
も
難
し
く
か
な
り
の
重
圧
で

す
。
多
く
の
子
ど
も
は
自
分
の
お

か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
た

り
、
上
手
く
説
明
す
る
の
が
難
し

く
日
常
生
活
、
健
康
に
影
響
が
出

ま
す
が
本
人
は
ケ
ア
と
自
分
自
身

の
不
調
の
関
係

に
は
気
付
い
て

い
な
い
こ
と
が

多
い
と
い
う
と

こ
ろ
が
怖
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ケ
ア

が
ひ
と
段
落
し

た
時
に
燃
え
尽

き
て
起
こ
る

「
介
護
ロ
ス
」

も
あ
り
、
お
手

伝
い
の
域
を
越

え
る
と
子
ど
も

が
自
分
の
生
き
方
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
は
支
援
の
場
も
あ
り
、
県
や

市
の
相
談
窓
口
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ

う
せ
ん
の
会
な
ど
、
多
く
の
人
に

こ
の
情
報
が
届
く
と
良
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

冨
澤
洪
基
先
生
に
は
「
人
権
と

し
て
の
歯
科
医
療
」
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
口
腔
の
問

題
は
単
に
甘
い
も
の
を
食
べ
過
ぎ

て
い
る
と
か
歯
を
磨
か
な
い
と
い

う
自
己
責
任
で
は
な
い
。
医
科
以

上
に
所
得
格
差
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
と
い
う
こ
と
、「
経
済
的

に
厳
し
く
な
る
と
口
の
問
題
は
我

慢
。
口
は
貧
困
の
縮
図
」
と
い
う

現
実
を
様
々
な
デ
ー
タ
、
事
例
を

通
し
て
解
り
や
す
く
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

濱
島
先
生
、
冨
澤
先
生
、
貴
重

な
ご
講
演
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
歯
科
・
準
会
員　

柴
田　

麻
紀
】

　

本
年
10
月
26
日
に
投
開
票
さ
れ

た
神
戸
市
長
選
挙
で
は
、
現
職
の

久
元
喜
造
氏
が
４
選
を
果
た
し

た
。
自
民
・
立
民
・
国
民
・
公
明

の
４
党
県
連
の
推
薦
を
受
け
、
い

わ
ば
「
与
野
党
相
乗
り
」
の
構
図

の
も
と
、
大
差
で
他
候
補
を
破
っ

た
。
一
方
で
、
投
票
率
は
36
・
96

％
と
過
去
最
低
水
準
に
落
ち
込

み
、
市
民
の
政
治
的
不
信
と
無
力

感
の
広
が
り
が
顕
著
に
示
さ
れ

た
。

　

協
会
は
こ
の
選
挙
に
あ
た
り
、

県
庁
所
在
地
で
あ
り
医
療
・
福
祉

政
策
の
中
核
を
担
う
神
戸
市
の
市

政
転
換
を
め
ざ
し
、「
市
民
に
あ

た
た
か
い
神
戸
を
つ
く
る
会
（
略

称
：
あ
っ
た
か
神
戸
の
会
）」
が

擁
立
し
た
岡
崎
史
典
氏
（
兵
庫
労

連
事
務
局
長
）
と
懇
談
を
重
ね
、

開
業
保
険
医
の
要
求
を
も
と
に
政

策
協
定
を
締
結
し
、
神
戸
支
部
と

と
も
に
、
開
業
保
険
医
の
要
求
に

賛
同
し
た
岡
崎
氏
を
推
薦
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
岡
崎
氏
は
、
選

挙
戦
中
、
医
療
・
福
祉
を
軽
視
し

て
き
た
現
市
政
の
問
題
を
鋭
く
指

摘
し
、
物
価
高
騰
の
中
で
の
「
暮

ら
し
支
援
」「
子
ど
も
医
療
費
・

教
育
費
の
無
料
化
」「
医
療
機
関

へ
の
財
政
支
援
」
な
ど
を
公
約
に

掲
げ
た
。

　

協
会
は
ま
た
、
個
人
の
思
想
信

条
の
自
由
を
尊
重
し
、
有
志
に
よ

る
「
あ
た
た
か
い
神
戸
市
政
を
つ

く
る
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
」
を

立
ち
上
げ
、
ア
ピ
ー
ル
賛
同
・
募

金
を
呼
び
か
け
た
。
ア
ピ
ー
ル
に

は
65
人
の
医
師
・
歯
科
医
師
が
賛

同
し
、
会
員
・
全
国
の
協
会
・
医

会
か
ら
多
く
の
募
金
を
は
じ
め
物

心
と
も
に
支
援
を
受
け
た
。

　

結
果
と
し
て
岡
崎
氏
は
３
０
、

５
７
２
票
を
獲
得
し
、
当
選
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
久
元
市
長
の
４

選
は
「
安
定
」「
実
績
」
を
掲
げ

る
一
方
で
、
低
投
票
率
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
市
政
へ
の
期
待
や

共
感
が
必
ず
し
も
広
が
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
岡
崎
氏

の
訴
え
た
「
物
価
高
対
策
」「
賃

上
げ
支
援
」「
正
規
雇
用
拡
大
」

「
教
育
・
医
療
の
無
料
化
」
は
、

サ
ン
テ
レ
ビ
な
ど
の
世
論
調
査
で

市
民
が
最
も
求
め
た
課
題
と
重
な

っ
て
お
り
、
主
張
の
方
向
性
は
的

確
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
候
補
者

擁
立
か
ら
投
票
ま
で
の
期
間
が
短

く
、
支
持
の
広
が
り
を
十
分
に
組

織
化
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た

「
無
党
派
・
市
民
派
」
の
広
が
り

が
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
、

今
回
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
今
回
の
市
長
選
挙

は
、
医
療
・
福
祉
軽
視
の
大
型
開

発
優
先
市
政
に
対
し
、
暮
ら
し
最

優
先
の
政
策
転
換
を
真
正
面
か
ら

提
起
し
た
点
で
大
き
な
意
義
を
も

っ
た
。
岡
崎
氏
を
中
心
に
形
成
さ

れ
た
市
民
的
共
同
は
、
医
師
・
歯

科
医
師
・
労
働
団
体
・
弁
護
士
・

教
育
関
係
者
な
ど
多
様
な
層
に
広

が
り
、
今
後
の
神
戸
市
政
を
変
え

て
い
く
貴
重
な
土
台
と
な
っ
た
。

　

協
会
と
し
て
は
、
今
回
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
地
域
医
療
・
福

祉
の
充
実
を
求
め
る
「
開
業
保
険

医
の
要
求
」
を
市
政
課
題
と
し
て

明
確
に
可
視
化
で
き
た
こ
と
を
成

果
と
位
置
づ
け
る
。
今
後
も
、
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
、
地
域
医
療

機
関
へ
の
財
政
支
援
、
非
核
「
神

戸
方
式
」
の
堅
持
な
ど
、
神
戸
市

政
に
対
し
政
策
的
働
き
か
け
を
強

め
、
市
民
と
と
も
に
「
あ
た
た
か

い
神
戸
」
を
実
現
す
る
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
く
。

 

以
上

て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
様
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

 

【
準
会
員　

瀧
本　

恭
史
】

　

10
月
26
日
に
投
開
票
さ
れ
た
神
戸
市
長
選
挙
結
果
を
受
け
、
政

策
・
運
動
・
広
報
委
員
会
が
発
表
し
た
談
話
を
掲
載
す
る
。
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「
瓜か

田で
ん

に
履く

つ

を
納い

れ
ず
（
瓜
田

不
納
履
）、
李
下
に
冠

か
ん
む
りを

正
さ
ず

（
李
下
不
正
冠
）」

 

　

古
楽
府
・
君
子
行

　

「
君
子
行
」
は
漢
代
の
楽
府
詩

の
一
首
で
五
言
十
二
句
か
ら
成

る
。
中
国
語
で
聴
く
と
耳
触
り
の

良
い
歌
で
あ
る
。
楽
府
と
は
元

来
、
漢
の
武
帝
が
設
置
し
た
民
間

歌
謡
を
採
集
す
る
役
所
で
あ
り
、

後
に
楽
府
に
集
め
ら
れ
た
歌
謡
を

指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
民
謡
で
あ

る
た
め
「
君
子
行
」
の
作
者
は
不

明
で
あ
る
。
両
句
を
ま
と
め
て
瓜か

田で
ん

李り

下か

と
も
言
う
。

　

「
瓜う

り

の
畑
で
靴く

つ

を
履
き
直
せ

ば
、
し
ゃ
が
ん
で
い
る
姿
か
ら
瓜う

り

を
盗
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

疑
わ
れ
、
李

す
も
も
の
木
の
下
で
曲
っ
た

冠
を
か
ぶ
り
直
せ
ば
、
頭
上
に
手

を
持
っ
て
く
る
姿
が
李

す
も
も

を
盗
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ

る
」
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

筆
者
も
若
い
頃
、
勤
務
医
の
時

代
に
製
薬
会
社
の
Ｍ
Ｒ
（
プ
ロ
パ

ー
）
に
料
亭
で
の
食
事
に
誘
わ
れ

た
り
し
た
が
、
当
時
の
勤
務
先
の

病
院
の
診
療
部
長
か
ら
決
し
て
個

人
で
参
加
を
す
る
な
と
言
わ
れ
て

い
た
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

開
業
し
て
か
ら
某
病
院
の
院
長

の
招
待
で
松
茸
狩
に
参
加
し
た
こ

と
が
あ
る
。
院
長
の
専
属
の
運
転

手
が
妙
な
山
高
帽
を
被
り
、
山
道

を
歩
く
た
め
巨
大
な
ゴ
ム
長
靴
を

履
い
て
参
加
し
た
の
で
そ
の
運
転

手
が
院
長
に
咎と

が

め
ら
れ
て
い
た
思

い
出
も
あ
る
。

　

今
日
に
お
い
て
、
日
本
維
新
の

会
の
藤
田
文
武
共
同
代
表

4

4

は
公
設

4

4

第
一
秘
書
が
代
表
を
務
め
る
会
社

へ
の
公
金
4

4

還
流
疑
惑
を
巡
る
対
応

を
批
判
さ
れ
、
さ
ら
に
赤
旗
日
曜

版
の
記
者
の
名
刺
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公

表
し
た
。
本
人
は
適
法
と
い
う
が

確
信
犯
的
で
あ
る
。
立
法
府
の
与

党
（
維
新
の
会
）
で
あ
り
責
任
は

重
い
。

　

会
見
で
も
謝
罪
は
な
く
不
遜
で

あ
る
。
身
を
切
る
改
革
と
公
言
す

る
な
ら
疑
わ
し
い
こ
と
を
す
べ
き

で
は
な
い
。
辞
任
す
べ
き
で
あ

る
。

　

顧
問
の
会
計
士
が
言
う
に
は
、

わ
れ
わ
れ
開
業
医
も
院
長
の
身
内

の
従
業
員
や
関
連
会
社
へ
の
給
与

　

歯
科
部
会
は
、
11
月
５
日
、
協

会
会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
世
界

最
先
端
の
歯
髄
保
存
」
を
開
催
。

東
京
都
・
岡
口
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
岡
口
守
雄
先
生
を
講
師
に
96
人

（
来
場
31
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
65
人
）

が
参
加
し
た
。
福
山
房
之
助
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

わ
れ
た
。
会
場
は
ほ
ぼ
満
員
で
ウ

ェ
ブ
で
も
熱
気
が
伝
わ
っ
た
。

　

従
来
の
〝
可
逆
／
不
可
逆
〞
に

縛
ら
れ
ず
、
従
来
の
歯
髄
疾
患
の

分
類
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
歯

髄
疾
患
の
分
類
が
提
唱
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
病
態
の
ス
テ
ー
ジ
を
見

極
め
て
治
療
を
選
択
す
る
―
そ
の

体
現
に
は
総
山
先
生
の
提
唱
す
る

無
麻
酔
に
お
け
る
無
痛
治
療
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
丁
寧
な
治
療
が
必
要

で
あ
り
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
や

Ｍ
Ｔ
Ａ
セ
メ
ン
ト
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　

従
来
で
は
抜
髄
の
対
象
で
あ
っ

た
打
診
痛
や
自
発
痛
が
あ
る
ケ
ー

ば
な
ら
な
い
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
覆
髄
・
部
分
断

髄
の
成
績
は
安
定
し
て
お
り
、
長

期
に
わ
た
る
良
い
成
績
も
世
界
的

に
発
表
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
歯
の

長
期
保
存
に
は
歯
髄
の
保
存
、
当

た
り
前
で
あ
る
が
難
し
い
。
学
ん

だ
こ
と
を
日
頃
の
診
療
に
活
か
し

た
い
。
ま
た
、
先
生
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
位
相
差
顕
微
鏡
に

よ
る
細
菌
の
可
視
化
も
今
後
注
目

さ
れ
た
い
。

【
東
灘
区
・
歯
科

 

福
山
房
之
助
】

「世界最先端の歯髄保存」を
掲げる岡口先生が講演した　

歯科定例研究会

最先端歯髄保護の
 実際

感
想
文

員員

稿稿

会

投

明石市　　永本　　浩

中国古典に学ぶ
 その10

12月２日以降の資格確認の留意点

期限切れの保険証も
2026年３月末まで資格確認可能

保険証の復活・資格確認書の無条件発行を

　12月２日に、すべての保険者において発行済の従来の保険証が有効期限を迎
える。今後はすべての保険者で原則としてマイナ保険証及び資格確認書による
資格確認が求められることとなる。
　厚労省は７月に、国保及び後期高齢で保険証の有効期限を迎えるにあたり、
2026年３月末までの暫定的な対応として、患者が期限切れの従来の保険証や
「資格確認のお知らせ」のみを持参した場合であっても、被保険者番号等によ
りオンラインで資格情報を照会した上で、当該受診を保険診療として取り扱っ
て差し支えない取り扱いを示していた。
　厚労省は11月12日に改めて事務連絡を発出し、社保においても、2026年３月
末まで国保・後期高齢と同様の取り扱いが可能であることを示した。そのた
め、すべての保険者において12月２日以降も、期限切れの従来の保険証等によ
る資格確認が発生しうることとなる。窓口での対応にご注意いただきたい。

　強引な保険証廃止とマイナ保険証への移行は、医療機関の窓口業務に大きな
混乱をもたらしているばかりでなく、窓口で有効な資格確認ができず適正な負
担で保険診療を受けられないなど、患者の受療権が侵害される状況も生み出し
ている。また、本来特定個人情報として厳格な取り扱いが求められる個人番号
が記載されたカードを保険証として持ち歩くことは、患者の個人情報保護の観
点からも大きな問題がある。
　協会は引き続き保険証の復活を求めるとともに、少なくとも現行の制度にお
いてもっとも簡便な資格確認の手段である資格確認書を、全国民に無条件交付
することを求めていく。

や
支
出
が
脱
税
の
温
床
と
な
り
や

す
く
不
正
を
見
つ
け
に
く
い
と

か
。
従
業
員
に
身
内
や
親
族
を
入

れ
る
こ
と
は
避
け
た
方
が
良
い
と

い
う
こ
と
か
。「
君
子
危
う
き
に

　

「
世
界
最
先
端
の
歯
髄
保
護
」

を
掲
げ
た
東
京
都
開
業
・
岡
口
守

雄
先
生
の
講
演
が
雨
の
中
、
元
町

に
あ
る
保
険
医
協
会
会
議
室
で
行

ス
で
も
、
出
血

の
質
量
や
反
応

性
を
評
価
す
れ

ば
歯
髄
保
護
は

十
分
に
狙
え

る
。
同
じ
く
根

尖
病
変
＝
失
活

と
は
限
ら
な
い

と
い
う
の
は
肝

に
銘
じ
な
け
れ

近
寄
ら
ず
」
と
い
う
格
言
も
あ

る
。
今
回
の
維
新
・
藤
田
共
同
代

表
の
件
は
「
他
山
の
石
」
と
し
て

身
を
慎
め
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。

無
床
診
療
所
の
利
益
剰
余
金

１
・
３
億
円
超
？

　

ま
ず
、
無
床
診
療
所
の
利
益

率
が
高
く
、
利
益
剰
余
金
が
１

施
設
あ
た
り
１
・
３
億
円
超
で

「
経
営
余
力
が
大
き
い
」
と
す

る
財
務
省
の
説
明
は
ミ
ス
リ
ー

ド
で
あ
る
。
示
さ
れ
て
い
る
の

は
平
均
値
に
過
ぎ
ず
、
実
態
を

示
す
中
央
値
は
著
し
く
低
い
。

　

日
医
総
研
調
査
で
は
、
診
療

所
医
療
法
人
の
経
常
利
益
率
の

中
央
値
は
２
〜
３
％
台
、
個
人

診
療
所
で
も
４
％
未
満
で
、
歯

科
で
は
赤
字
や
収
支
均
衡
例
も

多
い
。
平
均
値
だ
け
で
議
論
す

れ
ば
一
部
の
高
収
益
診
療
所
が

実
態
を
歪
め
、
多
く
の
診
療
所

が
余
裕
あ
る
経
営
を
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る

こ
と
と
な
る
。

診
療
所
の
院
長
収
入

３
２
０
０
万
円
？

　

診
療
所
院
長
の
「
個
人
収

入
」
が
３
２
０
０
万
円
と
さ
れ

る
点
も
同
様
で
あ
る
。

　

財
務
省
は
こ
れ
を
〝
自
由
に

使
え
る
資
金
〞
の
よ
う
に
扱
っ

て
い
る
が
、
実
際
に
は
医
療
機

器
更
新
、
建
物
修
繕
や
建
て
替

え
、
退
職
金
原
資
な
ど
将
来
に

備
え
た
費
用
が
含
ま
れ
て
お

り
、
可
処
分
所
得
と
は
言
え
な

い
。
こ
う
し
た
性
質
を
説
明
せ

ず
診
療
報
酬
引
き
下
げ
の
根
拠

に
利
用
す
る
姿
勢
は
不
適
切
で

あ
る
。

日
本
の
医
師
報
酬
は

世
界
最
高
水
準
？

　

医
師
報
酬
の
国
際
比
較
に
も

問
題
が
あ
る
。

　

財
務
省
は
「
開
業
医
年
収
は

全
産
業
平
均
の
４
・
５
倍
で
国

際
的
に
高
い
」
と
指
摘
す
る

が
、
日
本
の
診
療
所
医
師
は
外

来
医
療
の
多
く
を
担
い
、
年
間

患
者
数
・
外
来
件
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
で
も
突
出
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
調
査
で
も
診
療
所
医

師
の
業
務
過
重
は
明
ら
か
で
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
も
「
医
師
数
が
少
な

い
国
ほ
ど
１
人
あ
た
り
業
務
負

担
が
重
い
」
と
指
摘
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
構
造
を
無
視
し
、

分
業
が
進
む
欧
米
と
単
純
比
較

し
て
「
日
本
の
医
師
は
高
収

入
」
と
結
論
づ
け
る
の
は
、
比

較
方
法
と
し
て
成
立
し
な
い
。

「
リ
フ
ィ
ル
処
方
」
は

三
方
良
し
？

　

リ
フ
ィ
ル
処
方
に
つ
い
て

も
、
財
務
省
は
「
三
方
良
し
」

と
し
て
普
及
率
の
低
さ
を
問
題

視
す
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
の

多
剤
併
用
や
慢
性
疾
患
の
病
状

変
動
、
副
作
用
チ
ェ
ッ
ク
の
重

要
性
を
踏
ま
え
る
と
、
定
期
的

な
診
察
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

医
療
安
全
を
優
先
す
る
慎
重

姿
勢
を
「
普
及
し
な
い
理
由
」

と
誤
解
し
、
制
度
普
及
を
安
全

性
よ
り
優
先
さ
せ
る
議
論
は
患

者
の
不
利
益
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
。

診
療
報
酬
が
低
い
な
ら

商
売
で
も
し
ろ
？

　

さ
ら
に
、
資
料
で
は
「
本
来

業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
提

供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
徴
収
可

能
な
費
用
を
明
確
化
・
拡
充
す

べ
き
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
実

質
的
に
、
診
療
報
酬
で
賄
え
な

い
部
分
を
自
費
サ
ー
ビ
ス
で
補

う
こ
と
を
医
療
機
関
に
求
め
る

も
の
だ
。
診
療
報
酬
の
改
善
を

先
送
り
し
、
医
療
機
関
の
経
営

や
国
民
の
健
康
を
守
る
国
の
責

任
を
後
退
さ
せ
る
危
険
が
あ

る
。

　

「
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度

の
拡
大
」
や
「
民
間
保
険
の
活

用
」
を
求
め
る
点
も
、
同
じ
方

向
性
に
あ
る
。
公
的
医
療
の
保

障
範
囲
が
狭
ま
れ
ば
、
所
得
に

よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
医
療
が
分

か
れ
、
国
民
皆
保
険
の
理
念
は

大
き
く
損
な
わ
れ
る
。
民
間
保

険
頼
み
の
医
療
は
、
健
康
格
差

の
拡
大
を
加
速
さ
せ
る
。

　

財
務
省
が
財
政
制
度
等
審
議
会
で
示
し
た
資
料
は
、
医
療
費
抑

制
を
前
提
に
診
療
所
や
患
者
へ
追
加
負
担
を
求
め
る
内
容
が
中
心

で
、
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
主
な
論
点
を
指
摘
す
る
。

政策解説

財
務
省
「「診療所の診療報酬引き下げ、診療所の診療報酬引き下げ、
公的医療保険の範囲縮小公的医療保険の範囲縮小」」を提案を提案

「
保
険
証
を
使
い
続
け
た
い
！
」

 

請
願
署
名
に
ご
協
力
を

追加注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで
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第34回第34回
日常診療
経験交流会

参加記

　

協
会
は
10
月
26
日
、「
ネ
ッ

ト
社
会
の
危
う
さ
と
医
療
の
か

か
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
第
34
回

日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
開
催

し
た
。
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

医療現場の経験・取り組み
から生まれた工夫を語る

　

４
つ
の
演
題
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
経
験
豊
富
な
先
生
方
に
よ

る
、
日
常
診
療
に
有
用
な
、
と
て

も
学
び
の
多
い
演
題
ば
か
り
で
し

た
。

　

１
演
題
目
の
広
川
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
広
川
恵
一
先
生
の
「
高
血

圧
症
通
院
者
１
０
０
名
に
つ
い
て

〜
２
０
０
９
年
よ
り
16
年
経
過
し

た
２
０
２
５
年
に
お
い
て
の
受
診

継
続
と
中
止
状
況
に
み
る
診
療
課

題
の
検
討
」
で
は
、
診
療
が
中
断

・
中
止
し
た
理
由
を
評
価
し
て
、

治
療
の
成
績
を
ま
と
め
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

２
演
題
目
の
は
や
し
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
林
武
志
先
生
の
「
Ｃ
Ｋ

Ｄ
重
症
化
予
防
を
目
指
し
た
地
域

医
療
連
携
の
取
り
組
み
」
で
は
、

患
者
様
の
お
薬
手
帳
に
腎
機
能
の

悪
化
を
示
す
色
分
け
さ
れ
た
シ
ー

ル
を
貼
付
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
簡
便
な
方
法
で
す

が
、
他
医
療
機
関
の
先
生
方
に
も

伝
わ
る
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

３
演
題
目
の
半
田
医
院
の
半
田

伸
夫
先
生
の
「
内
科
開
業
医
と
か

か
り
つ
け
医
」
で
は
、
医
療
者
は

治
療
で
理
想
を
追
求
し
て
い
る

が
、
患
者
と
は
価
値
観
が
異
な
る

こ
と
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
者
側
の
熱
意
が
、
患
者
様
に

と
っ
て
重
荷
に
な
る
こ
と
も
あ
る

と
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。
良

い
医
療
機
関
は
地
域
連
携
が
し
っ

か
り
で
き
て
い
る
と
も
お
話
し
さ

れ
、
あ
ら
た
め
て
患
者
様
や
地
域

の
医
療
機
関
へ
の
向
き
合
い
方
を

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

４
演
題
目
の
室
井
メ
デ
ィ
カ
ル

オ
フ
ィ
ス
の
高
森
信
岳
先
生
の

「
日
常
診
療
に
お
け
る
抗
認
知
症

新
薬
レ
カ
ネ
マ
ブ
の
使
用
経
験
に

つ
い
て
」
で
は
、
高
次
医
療
機
関

と
の
連
携
と
役
割
分
担
に
つ
い
て

地
域
医
療
を
支
え
る

実
践
知
と
連
携
の
か
た
ち

日
常
臨
床
に
活
か
せ
る

歯
科
技
術
の
最
前
線

職
業
と
健
康
の

両
面
か
ら
学
ぶ
歯
科
の
現
場

多
職
種
連
携
の〝
ハ
ブ
〞と
な
る

役
割
が
求
め
ら
れ
る

　

「
か
か
り
つ
け
医
と
在
宅
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
―
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

取
り
組
み
と
展
望
―
」。
た
か
た

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
高
田
裕
先
生
は
13

年
間
に
わ
た
り
、
24
時
間
３
６
５

日
の
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
実

践
し
て
こ
ら
れ
た
。
在
宅
看
取
り

の
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
て
、

老
衰
・
が
ん
患
者
が
70
％
を
占
め

て
い
る
。
こ
れ
は
早
期
か
ら
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携

強
化
が
一
因
と
分
析
さ
れ
て
い

る
。
住
み
慣
れ
た
場
所
で
尊
厳
あ

る
最
期
を
と
い
う
患
者
の
願
い
を

叶
え
る
た
め
に
は
、
医
療
だ
け
で

は
な
く
、
多
職
種
と
連
携
し
地
域

全
体
で
患
者
と
家
族
を
支
え
る

「
ハ
ブ
」
と
し
て
の
役
割
が
求
め

ら
れ
る
と
語
ら
れ
た
先
生
に
、
昨

年
超
高
齢
の
母
を
在
宅
で
看
取
っ

　

２
題
目
が
新
神
戸
歯
科
の
藤
井

佳
朗
先
生
の
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏

病
に
対
す
る
歯
科
的
対
応
」
で
し

た
。
日
常
歯
科
診
療
が
、
重
篤
な

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
へ
福
音
を
も
た

ら
す
と
い
う
演
題
で
し
た
。
咬
合

に
関
し
て
、
中
心
位
や
篏
合
位
な

ど
の
位
置
づ
け
は
あ
る
も
の
の
、

ま
ず
は
個
人
が
安
定
し
た
か
み
合

わ
せ
を
有
す
る
重
要
性
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。
演
者
は
以
前
に
も
演

題
と
し
て
電
磁
波
を
取
り
上
げ
、

こ
こ
を
諸
端
に
保
団
連
・
日
歯
に

市
民
権
を
得
た
す
ば
ら
し
い
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　

３
題
目
が
と
も
歯
科
医
院
の
坂

口
智
計
先
生
の
「
日
々
の
Ｇ
Ｐ
臨

床
で
活
用
で
き
る
歯
科
矯
正
的
小

技
の
紹
介
」
で
し
た
。
エ
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
ど
Ｇ
Ｐ
が
比
較
的
取
り

組
み
や
す
い
Ｍ
Ｔ
Ｍ
（
部
分
矯

正
）
の
演
題
で
、
日
常
診
ら
し
い

洗
練
さ
れ
た
内
容
で
し
た
。
動
画

の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、

次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

４
題
目
が
大
槻
歯
科
医
院
の
大

槻
榮
人
先
生
の
「
根
未
完
成
失
活

歯
に
リ
バ
ス
ク
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
奏
功
し
た
５
症
例
」
で
し
た
。

根
尖
が
未
完
成
の
失
活
歯
長
期
保

存
の
症
例
演
題
で
、
保
存
方
法
は

過
去
手
探
り
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
特
筆
す
べ
き
は
根
幹

壁
の
厚
み
を
可
及
的
に
増
や
し
た

点
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
術
式
は
簡

単
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
５
症

例
を
提
供
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
成

果
を
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

演
者
は
通
算
19
回
の
演
題
発
表

を
さ
れ
て
お
り
、
次
回
も
大
き
く

期
待
さ
れ
ま
す
。

【
東
灘
区　

川
西　

敏
雄
】

　

Ｂ
分
科
会
後
半
で
は
、
ハ
イ
テ

ッ
ク
デ
ン
タ
ル
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の

歯
科
技
工
士
・
泉
敏
治
氏
に
よ
る

「
も
っ
と
効
率
良
い
歯
科
業
界

に
、
歯
科
技
工
士
が
や
り
甲
斐
の

あ
る
職
業
に
な
る
た
め
の
提
言
」

と
、
阿
部
歯
科
医
院
の
阿
部
勝
也

先
生
に
よ
る
「
重
篤
な
脳
梗
塞
に

見
舞
わ
れ
て
」
と
「
嚥
下
障
害
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
拝
聴

し
た
。

　

泉
氏
か
ら
は
、
歯
科
技
工
業
界

が
抱
え
る
構
造
的
課
題
に
つ
い
て

現
場
の
視
点
か
ら
率
直
な
意
見
が

述
べ
ら
れ
た
。
若
手
歯
科
技
工
士

が
夢
を
描
き
に
く
い
背
景
と
し

て
、
効
率
化
が
進
ま
ず
、
少
人
数

の
技
工
所
で
は
経
営
者
が
技
術
・

営
業
・
教
育
を
兼
務
し
、
日
々
の

業
務
を
回
す
だ
け
で
精
一
杯
で
あ

る
現
状
が
紹
介
さ
れ
た
。
理
想
的

な
設
計
で
製
作
で
き
れ
ば
大
き
な

や
り
が
い
に
つ
な
が
る
一
方
、
妥

協
的
な
治
療
計
画
に
基
づ
く
製
作

で
は
「
ど
う
せ
壊
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
疑
念
が
生
ま
れ
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
を
招
く
と

指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
70
年
前
に

制
定
さ
れ
た
現
行
法
が
現
実
と
乖

離
し
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
さ

れ
、
制
度
改
正
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
た
。
歯
科
技
工
の
未
来
を
考

感
染
回
避
率
・
既
感
染
率
・
再
感

染
率
・
ワ
ク
チ
ン
感
染
率
か
ら
推

定
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束
を
予

測
す
る
と
い
う
興
味
深
い
も
の
だ

っ
た
。
全
国
と
４
県
と
神
戸
市
に

つ
い
て
22
年
か
ら
２
年
間
の
デ
ー

タ
で
解
析
さ
れ
、
グ
ラ
フ
で
示
し

な
が
ら
「
感
染
回
避
率
が
０
に
な

る
と
新
た
な
感
染
層
を
提
供
で
き

な
く
な
り
、
感
染
は
止
ま
る
」
と

説
明
を
受
け
た
。
全
国
的
な
収
束

は
３
〜
４
年
目
に
な
る
と
の
予
測

で
あ
っ
た
。

【
尼
崎
市
・
薬
剤
師滝

本　

桂
子
】

た
経
験
か
ら
深
い
感
銘
を
受
け

た
。

　

神
戸
協
同
病
院
の
上
田
耕
蔵
先

生
の
発
表
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
先
生
の
「
社
会
情
報
医
療

情
報
の
入
手
経
路
（
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
）」
の
演
題

は
、
着
眼
点
が
面
白
い
し
、
解
析

も
素
晴
ら
し
い
。
と
は
言
っ
て

も
、
私
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
何
で
あ
る

か
す
ら
理
解
で
き
て
い
な
く
て
、

病
院
職
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
、
な
る
ほ
ど
と
反
芻
し
な
が

ら
、
新
聞
離
れ
・
テ
レ
ビ
離
れ
の

現
状
が
理
解
で
き
た
。
そ
う
い
え

ば
電
車
内
で
本
や
新
聞
を
読
む
人

を
見
か
け
な
く
な
っ
た
が
、
情
報

の
正
確
さ
に
対
し
て
は
新
聞
テ
レ

ビ
に
軍
配
が
あ
が
る
。
エ
コ
ー
チ

ェ
ン
バ
ー
と
い
う
言
葉
は
知
ら
な

く
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
の
危
う
さ
は

感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
の
解
析
に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を

使
っ
て
み
て
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
と

地
域
を
支
え
る
訪
問
看
護
の

現
場
か
ら
学
ぶ

　

１
演
題
目
は
太
田
智
裕
理
学
療

法
士
と
餘
家
千
寿
子
訪
問
看
護
師

に
よ
る
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
む
ら
、
24
時
間
３

６
５
日
対
応
体
制
と
な
り
３

年
経
過
し
て
の
振
り
返
り
」

で
し
た
。
当
院
で
も
訪
問
診

療
を
行
い
、
数
カ
所
の
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携

を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

存
在
が
な
け
れ
ば
、
訪
問
診

療
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は

身
に
し
み
て
感
じ
て
い
ま

す
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

え
る
う
え
で
、
極
め
て
示
唆
に
富

む
内
容
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
阿
部
先
生
か
ら
は
、
ご

自
身
が
脳
梗
塞
を
発
症
さ
れ
た
経

験
を
も
と
に
、
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
つ
い
て

講
演
が
あ
っ
た
。
特
に
嚥
下
障
害

の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
近
年
歯
科
で
導

入
さ
れ
た
口
腔
機
能
低
下
症
へ
の

対
応
に
も
通
じ
る
内
容
で
あ
っ

た
。
会
場
か
ら
の
質
問
に
対
し
て

先
生
は
、
体
重
と
血
圧
の
管
理
、

過
労
の
回
避
と
い
っ
た
日
常
的
な

健
康
管
理
の
大
切
さ
を
、
若
い
世

代
の
歯
科
医
師
へ
力
強
く
メ
ッ
セ

ー
ジ
さ
れ
た
。

　

現
場
と
医
療
の
両
視
点
か
ら
、

職
業
の
在
り
方
と
健
康
の
尊
さ
を

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
有
意
義
な

分
科
会
で
あ
っ
た
。

　

【
垂
水
区
・
歯
科　西

川　
　

新
】

独
自
調
査
で
職
員
の
社
会
・
医
療
情
報
の

入
手
方
法
の
結
果
を
示
す
上
田
先
生　
　

満
席
の
分
科
会
で
演
者
の
講
演
に

耳
を
傾
け
る
参
加
者　
　
　
　
　

ン
の
む
ら
で
の
事
業
立
ち
上
げ
、

業
務
維
持
の
大
変
さ
を
具
体
的
に

報
告
し
て
い
た
だ
き
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
運
営
者
と
し
て
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
様
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
す
ば
ら
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

【
尼
崎
市　

小
泉　

民
雄
】

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

演
者
の
先
生
方
の
発
言
か
ら

は
、
地
域
医
療
へ
の
熱
い
思
い
が

参
加
者
に
伝
わ
っ
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
た
く

さ
ん
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
予

定
さ
れ
た
時
間
が
全
く
足
り
な
い

ほ
ど
で
し
た
。

【
尼
崎
市　

大
澤　

芳
清
】

発
想
に
感
心
さ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
聞
か
な

く
な
っ
て
一
年
以
上
が

経
過
し
て
い
る
が
、
現

在
も
高
齢
者
へ
の
コ
ロ

ナ
感
染
の
心
配
は
払
拭

さ
れ
て
い
な
い
。
今
回

の
上
田
先
生
の
も
う
一

つ
の
発
表
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
感
染
の
収
束

時
期
を
推
定
す
る
」
と

題
し
て
、
感
染
動
向
を

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

日　時　 １月17日（土）・18日（日）・31日（土） 
２月１日（日）・８日（日）・15日（日）

会　場　協会会議室

※ 各日程の13時～16時でご都合のよい時間帯
（１時間）をお選びください。
　 １回・１時間5000円（医院経営研究会会員は
年２回まで無料）
事前予約制（各相談日の前の火曜日まで）

税経個別相談会税経個別相談会
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①
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①
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①
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②

Ａ
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②

Ｂ
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②

Ｂ
分
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②
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会
③

Ｂ
分
科
会
③
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医
療
Ｄ
Ｘ
と

現
場
の
乖
離
を
実
感

多
様
な
課
題
に
向
き
合
う

交
流
会
に
参
加

公
衆
衛
生
学
の
視
点
か
ら
考
え
る

日
本
の
健
康
格
差

　

１
演
題
目
の
な
つ
め
薬
局
の
古

井
裕
子
薬
剤
師
の
『
疑
義
照
会
：

一
枚
の
処
方
箋
か
ら
考
え
る
薬
剤

師
の
「
頭
の
中
」
と
「
心
の

内
」』
は
ま
さ
に
日
頃
疑
義
照
会

で
葛
藤
し
て
い
る
薬
局
薬
剤
師
の

代
弁
を
し
て
い
た
だ
け
た
内
容
で

し
た
。
確
か
に
「
疑
義
照
会
」
を

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
る
医
師

は
多
い
で
す
が
、
私
た
ち
保
険
薬

局
の
薬
剤
師
は
医
療
の
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
、

診
療
現
場
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

情
報
を
収
集
し
、
安
心
・
安
全
な

薬
物
治
療
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
発
表
で
し
た
。

　

２
演
題
目
の
ひ
ま
わ
り
薬
局
の

西
村
ゆ
か
り
薬
剤
師
の
「
医
療
Ｄ

Ｘ
と
薬
局
の
関
わ
り
」
は
政
府
が

推
進
す
る
医
療
Ｄ
Ｘ
と
現
場
で
は

ま
だ
ま
だ
乖
離
が
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。「
人
間
相
手
の
仕

事
が
評
価
さ
れ
る
社
会
は
人
間
が

大
切
に
さ
れ
る
社
会
で
あ
り
、
人

間
が
大
切
に
さ
れ
な
い
社
会
は
人

間
相
手
の
仕
事
は
評
価
さ
れ
な
い

社
会
で
あ
る
」
と
述
べ
た
社
会
学

者
Ｈ
．
Ｅ
．
シ
ゲ
リ
ス
ト
が
思
い

浮
か
び
ま
し
た
。

　

３
演
題
目
の
明
石
市
・
永
本
医

院
の
永
本
浩
先
生
の
『「
そ
の
補

聴
器
（
集
音
器
）
買
う
の
を
一
寸

待
っ
て
‼
」
〜
イ
ヤ
モ
ー
ル
ド
に

つ
い
て
〜
』
は
ま
さ
に
私
の
父
の

よ
う
に
、
高
価
な
補
聴
器
を
な
く

さ
な
い
よ
う
に
家
に
大
事
に
仕
舞

っ
て
い
る
人
に
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
お
話
で
し
た
。

　

前
半
最
後
の
４
演
題
目
、
反
核

・
平
和
部
の
武
村
義
人
先
生
の

『
被
爆
80
年
「Don’t Bank on 

the Bomb

〜
核
兵
器
に
お
金
を

貸
す
な
〜
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
広

げ
よ
う
』
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
全

く
知
ら
ず
、
核
兵
器
製
造
企
業
に

投
融
資
し
て
い
る
企
業
が
日
本
に

も
あ
る
こ
と
を
知
り
、
今
後
の
金

融
機
関
や
保
険
会
社
を
選
ぶ
判
断

材
料
と
な
り
ま
し
た
。

【
宝
塚
市
・
薬
剤
師森

本　
　

愛
】

　

講
師
を
務
め
る
千
葉
大
学
名
誉

教
授
の
近
藤
克
則
先
生
の
特
別
講

演
を
拝
聴
し
て
、
筆
者
に
と
っ
て

目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
感
覚
で
あ
っ

た
。
世
界
一
の
長
寿
国
、
狭
い
日

本
に
お
い
て
比
較
的
、
平
等
（
米

国
等
と
比
較
し
て
）
な
社
会
で
あ

る
の
に
寿
命
に
地
域
格
差
が
あ
る

こ
と
に
驚
い
た
。

　

本
講
演
の
演
者
は
千
葉
大
学
予

防
医
学
セ
ン
タ
ー
教
授
と
国
立
長

寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
老
年
学
評

価
研
究
部
長
を
併
任
さ
れ
て
お
ら

れ
た
が
、
現
在
神
戸
に
居
住
さ
れ

て
い
る
。
筆
者
が
思
う
に
、
千
葉

県
と
兵
庫
県
は
似
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
巨
大
都
市
東
京
や
大
阪
に
隣

接
し
て
い
る
こ
と
。
県
内
に
多
く

の
人
口
を
有
し
そ
れ
ぞ
れ
東
京

湾
、
大
阪
湾
に
臨
海
工
業
地
帯
だ

け
で
な
く
農
林
水
産
畜
産
業
を
有

す
。
都
会
と
地
方
の
多
様
性
が
あ

り
双
方
、
日
本
の
縮
図
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
認
知
症
の

多
く
の
健
康
指
標
に
お
い
て
地
域

間
で
健
康
格
差
が
あ
る
事
実
を
解

説
さ
れ
た
。
そ
の
生
成
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
概
観
し
、
対
策
の
た
め
開
発

し
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の
た

め
具
体
的
に
「
見
え
る
化
」
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
さ
れ
た
。
筆

者
が
思
う
に
医
学
（
医
療
）
に
は

自
然
科
学
と
し
て
の
基
礎
医
学
・

臨
床
医
学
以
外
に
さ
ら
に
社
会
医

学
と
し
て
公
衆
衛
生
学
と
い
う
視

年
に
よ
っ
て
計
４
科
目
で
あ
っ

た
。
そ
れ
と
は
別
に
毎
年
「
公
衆

衛
生
学
」
は
必
須
科
目
で
あ
っ

た
。
医
学
部
の
学
生
時
代
は
そ
れ

ほ
ど
勉
強
を
重
視
し
て
い
な
か
っ

た
。

点
を
見
落
と
す
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

思
え
ば
約
50
年
前
、

医
師
国
家
試
験
を
受
験

し
た
時
、
内
科
・
外
科

の
必
須
科
目
と
は
別
に

内
科
系
、
外
科
系
か
ら

　

医
師
に
な
り
開
業
医
、
病
院
勤

務
、
基
礎
研
究
者
に
進
路
が
分
か

れ
て
も
公
衆
衛
生
学
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
る
。
エ
イ
ズ
・
コ
ロ

ナ
・
ワ
ク
チ
ン
、
さ
ら
に
生
活
習

慣
病
予
防
・
学
校
検
診
等
々
社
会

医
学
的
分
野
も
多
く
あ
る
こ
と
。

国
を
医
す
る
（
治
療
す
る
）
名
手

の
意
味
で
医
師
を
敬
っ
て
言
う
最

高
の
語
（
国
手
）
も
あ
る
如
く
、

公
衆
衛
生
学
者
は
正
し
く
国
家
を

医
す
る
「
国
手
」
に
相
当
す
る
よ

う
に
思
う
。
演
者
の
近
藤
克
則
名

健
康
格
差
の
社
会
的
要
因
を
解
説
す
る
近
藤
先
生

分
科
会
の
質
疑
応
答
で
活
発
な

意
見
交
流
が
行
わ
れ
た　
　
　

　

第
34
回
日
常
診
察
経
験
交
流
会

の
座
長
は
、
協
会
に
入
会
し
て
初

め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

各
会
場
を
覗
く
と
ほ
ぼ
満
員

で
、
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
担
当
し
た
Ｃ
分
科
会
後
半
の

感
想
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　

東
神
戸
病
院
の
滝
本
和
雄
先
生

の
「
兵
庫
民
医
連
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
運
動

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

は
１
万
種
類
以
上
あ
り
、
県
下
は

高
濃
度
の
汚
染
地
区
に
な
っ
て
い

ま
す
。
フ
ッ
素
加
工
の
フ
ラ
イ
パ

ン
・
防
水
ス
プ
レ
ー
・
消
火
器
等

多
種
に
使
用
さ
れ
、
が
ん
の
発
生

率
が
高
く
な
る
ら
し
い
で
す
。
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
同
様
に

自
然
界
で
分
解
し
な
い
そ
う
で

す
。
化
合
物
を
作
る
時
は
自
然
界

に
残
ら
な
い
よ
う
、
十
分
な
研
究

を
望
み
ま
す
。

　

国
際
部
の
水
間
美
宏
先
生
の

『
日
常
診
療
で
役
立
つ
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
と
〝M

edical
English

〞』
で
は
、
私
ど
も
の
診

療
所
で
も
外
国
人
患
者
が
年
々
増

加
し
、
日
本
語
だ
け
で
は
対
応
し

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

敬
語
の
使
用
に
は
少
し
考
え
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

き
は
ら
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
木

原
章
雄
先
生
の
「
地
方
社
会
に
お

け
る
後
期
高
齢
者
の
運
転
を
め
ぐ

る
問
題
に
つ
い
て
〜
か
か
り
つ
け

医
と
し
て
留
意
す
べ
き
こ
と
〜
令

和
４
年
の
改
定
を
踏
ま
え
」
の
講

演
は
、
運
転
す
る
私
に
は
興
味
深

く
、
拝
聴
し
た
か
っ
た
で
す
。
交

通
の
事
情
で
中
止
で
し
た
が
次
回

お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　

県
下
の
物
産
の
抽
選
会
も
あ
り

ま
し
た
。
次
回
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
三
田
市
・
歯
科

中
西　
　

透
】

誉
教
授
は
そ
れ
に
相

当
す
る
。
25
年
間
の

研
究
で
日
本
は
先
進

国
の
中
で
平
等
で
あ

る
と
い
う
の
は
幻
想

で
あ
り
、
高
所
得
者

と
比
べ
た
低
所
得
者

の
要
介
護
認
定
者
は

５
倍
も
多
い
と
の
こ

と
。

　

こ
れ
ら
の
基
礎
医

学
よ
り
さ
ら
に
掘
り

下
げ
た
社
会
医
学
的
研
究
を
０

（
ゼ
ロ
）
次
研
究
と
呼
ぶ
ら
し
い

が
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
具
体
例

を
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
調
査
か
ら
居
住
地

の
近
く
に
食
料
品
店
が
あ
る
こ

と
、
特
に
野
菜
・
果
物
の
生
鮮
食

料
品
店
。
土
地
が
平
坦
で
、
自
転

車
や
歩
行
が
容
易
で
あ
る
こ
と
。

公
園
が
多
く
あ
り
地
域
住
民
同
士

の
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
。
社
会
参

加
が
し
や
す
い
老
人
サ
ロ
ン
が
あ

る
こ
と
。
内
科
開
業
医
の
外
来
、

待
合
室
が
老
人
サ
ロ
ン
に
な
る
こ

と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な

い
。
一
人
で
食
事
を
し
な
い
で
共

に
食
事
を
す
る
こ
と
。
公
助
に
よ

り
高
齢
者
の
医
療
費
の
負
担
を
少

な
く
す
る
こ
と
。
歩
く
こ
と
は
高

齢
者
の
健
康
維
持
に
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
。

　

老
人
サ
ロ
ン
を
多
く
作
り
、
孤

独
を
避
け
、
多
く
の
趣
味
を
持

ち
、
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

【
明
石
市

永
本　
　

浩
】

※ これまでお送りしている先生には、引き続き送付させていた
だきますので、ご連絡は不要です。

　協会では、『会費・保険料等入金済のお知らせ』（下のカコミ参照）
を、ご希望の先生にお送りしています。発送は１月下旬頃の予定です。
　ご入用の先生は、共済部（☎078－393－1805／FAX078－393－
1802）までご一報ください。

振替種別 銀行名 支店名 預金種目 口座番号
1 基金
2 郵便
3 銀行 3
4 銀行 4
5 銀行 5
6 銀行 6
7 銀行 7
8 別入金

見 本見 本※下表は一旦収納した金額を表示しており、収納後に解約
　等により返金した金額も含んでおりますのでご了承くだ
　さい。また、『金額／種別』は、それぞれ振替金額、振
　替種別を表しています。また、同一枠内の上段は当月振
　替・下段は前月までの未収分の振替等を表しています。
※下表と右記の取扱金融機関は作成日時点のご指定金融機
　関となっています。
※「控除証明書」は毎年11月頃に保険会社から送付されます。

会費・保険料等入金済のお知らせ
2025年01月～2025年12月までに、下表の入金いただきま
したのでお知らせいたします。

2025/01
金額/種別

2025/02
金額/種別

2025/03
金額/種別

2025/04
金額/種別

2025/05
金額/種別

2025/06
金額/種別

2025/07
金額/種別

2025/08
金額/種別

2025/09
金額/種別

2025/10
金額/種別

2025/11
金額/種別

2025/12
金額/種別 計

会費 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 36,000

年金 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 240,000

年金 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 120,000
休業保
障　　 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 108,000
グルー
プ保険 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 162,000

合計 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 666,000

『会費・保険料等入金済のお知らせ』　　　　　 　

ご入用の先生は協会へお知らせください

非営利だから掛金を安く
保障を手厚く

介護保険Sasa*L誕生！
ササエル

持病があっても加入しやすくなりました

ドクターに
最適を提供します
ドクターに
最適を提供します

※サイバー保険もお問い合わせください。

〈保険医年金、DefL の次回受付は
　　　　 　2026 年４月１日開始〉

もっと便利な積立保険

お問い合わせは共済部「保険医年金」担当（☎078－393－1805)まで

　「年金融資」は、「保険医年金」ご加入中の方が資金ご入用の場合
に、「保険医年金」の加入を継続したまま融資を受けられる、兵庫県医
療信用組合との提携融資制度です。ぜひ、ご利用ください。

「保険医年金」ご加入の皆さまへ ――

「年金融資」をご利用ください
〈貸付金利〉

返済期間
１年～５年以内 年1.20％

５年超～７年以内 年1.25％

　※最高1,000万円まで（ただし年金積立金限度）
　　毎週木曜申込締切、翌週金曜実行

Ｃ
分
科
会
①

Ｃ
分
科
会
①

Ｃ
分
科
会
②

Ｃ
分
科
会
②

特
別
講
演「
健
康
格
差
の
縮
小
は
可
能
か
？
」

特
別
講
演「
健
康
格
差
の
縮
小
は
可
能
か
？
」
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第２１２０号 （６）２０２５年(令和７年)１２月５日(毎月３回５・15・25日発行)

診診 内内 研研
よよ りり 560

遠別町国民健康保険診療所　院長 江橋　正浩先生講演

知っているようで知らないせかい
～HbA1c～（２）（全５回）

（前号からのつづき）

８．グリコアルブミン
　（glycoalbumin：GA）
　ここまでHbA1cの測定方法につい
て述べましたが、今回の宿題に示さ
れたもう一つの血糖指標であるGA
について説明します。GAは、ブド
ウ糖が結合したアルブミンのことで
す。アルブミンの半減期は17日と短
いため、より短期間（約２～３週
間）の血糖変化を反映します。赤血
球の寿命とは関係ないため、貧血な
どがあっても、血糖値の評価を問題
なく行うことができます。正常値は
12.3～16.9％とされています。
　また、GAは異常ヘモグロビンや
貧血の影響を受けないことが知られ
ています43）。

９ ．HbA1cとGAには関係が
あるのか？

　HbA1cもGAも、どのくらいの時
期の血糖を評価するかに違いはある
とはいえ、全くの無関係とは考えに
くいです。このように、これら二つ
になんらかの関係が存在するのでは
ないか、と考え、統計的に検討した
方がいます。田原先生はDeming法
と名付けて、HbA1c（NGSP）＝GA÷
４＋２23） と記しており、 他に、
HbA1c＝GA÷４＋2.226）や、韓国の
データでHbA1c5.868以上ではGA＝
3.720×HbA1c（％）－9.60940）、１型
糖尿病の長期合併症研究である
DCCT（the Diabetes Control and 
Complications Trial）／EDIC（the 
E p i d e m i o l o g y o f D i a b e t e s 
Interventions and Complications）で
はGA＝HbA1c×3.3741） などいくつ
かの関係式が示されていますが、最
も大雑把な換算式としてHbA1c（％）
＝GA÷３42）があり、概ね、HbA1c
の３倍がGAの目安になるものと考
えられます。

10 ．この症例（図１）での 
GA/HbA1c比は？

　上記関係式を踏まえ、HPLC法9.5
％のほうでGA/HbA1cを計算する
と、2.10…となり、３に比べてずい
ぶん小さくなることがわかります。
　これの意味するところは、本来の
血糖よりもGAが小さく評価されて
いるか、もしくはHbA1cが大きく評
価されているか、のいずれかが考え
られるということです。

11 ．HbA1cが実際の血糖コントロー
ルに比べて高値になる場合（図５）

【病態解説】
①血糖コントロールの急激な改善
　GAとHbA1cの血中半減期は、そ
れぞれ17日と36日であり、GAの方
がHbA1cと比べ、実際の血糖コント
ロールの変化に応じて迅速に変動す
る５）。血糖コントロールが急激に改
善した場合は、GAの方が低下する
スピードが早いため、GA/HbA1cが
低下する。
②食後血糖改善薬での治療

　アルブミンは、ヘモグロビンと比
べ糖化速度が約10倍速い。そのた
め、GAは、HbA1cと比べ空腹時血
糖よりも食後高血糖を反映しやすい
６）。
　食後血糖改善薬や超速効型インス
リン治療で食後血糖が改善した場合
は、HbA1cに比べてGAで改善がよ
り顕著にみられ、GA/HbA1c比が低
下する。
③鉄欠乏性貧血
　鉄欠乏性貧血では、鉄欠乏により
十分にHbが合成できないため赤血
球の寿命が延長し、HbA1cが実際の
血糖コントロールに比べ高値となる
７）。
④BUNの上昇（50㎎/dl以上）
　BUNが高値の場合、尿素から生じ
るシアン酸によりカルバミル化Hb
が増加する。HPLCカラムによって
は、カルバミル化HbがA1c分画と重
なる位置に溶出され、HbA1cが実際
の血糖コントロールに比べて高値と
なる８）。
⑤ 大量のビタミンＣやアスピリンの
投与
　大量のビタミンＣやアスピリンを
投与した場合、アセチル化Hbが増
加する。HPLC法では、アセチル化
Hbの溶出ピークがA1c分画に重なる
ため、HbA1cが、実際の血糖コント
ロールに比べて高値となる９）。
⑥慢性のアルコール中毒
　慢性のアルコール中毒では、アセ
トアルデヒド化Hbが生成される。
HPLC法では、アセトアルデヒド化
HbはA1c分画の近傍に溶出するた
め、HbA1cが実際の血糖コントロー
ルに比べて高値を示す９）。
⑦ 成人の胎児ヘモグロビン（fetal 
hemoglobin：HbF）の高値
　成人のHbFは、通常総ヘモグロビ
ンの１％以下である。HPLCでは、
HbFのピークはHbA1cの近傍にみら
れるため、血液疾患などによりHbF
が増加すると、見かけ上HbA1cが高
値となり、実際の血糖コントロール
と乖離する９）。
⑧ 異常Hb（abnormal Hb）or変異
Hb（variant Hb）
　主にグロビン鎖を構成するアミノ
酸配列の置換により電気的変化をき
たす10）。
【HPLC法】
　異常（変異）Hb由来の糖化Hbが
HbA1cよりも早く（または遅く）溶
出し、本来のHbA1cのピークと分離
して検出された場合に、HbA1c値が
実際の血糖コントロールと比べ低値
となる11）12）。
　異常（変異）Hb由来の糖化Hbの
ピークが、本来のHbA1cのピークと
重なった場合に、HbA1c値が実際の
血糖コントロールより高値か測定不
能となる12）13）。

【免疫法】
　（抗体認識部位である）β鎖Ｎ末
端から６位までのアミノ酸の変異が
ある場合に、HbA1c値が、実際の血
糖コントロールと乖離する可能性が
ある14）。
　糖化の亢進する異常Hbや不安定
Hbの場合は、HPLC法と免疫法の両
方で、実際の血糖コントロールと
HbA1c値が乖離する可能性がある
14）。
 （次号につづく）

参考文献

28）石井葵．酵素法の素敵な部分と免疫
法のチャームポイント．生物試料分析 
2020；43：231-5．
29） 古家美幸， 古賀正史， 石橋みど
り 他．免疫法で測定したHbA1cが偽高値
を示し抗糖尿病薬を投与された非糖尿病
の異常ヘモグロビンHbCの１例． 糖尿
病 2016；59：463-8．
30）保坂利夫，永瀬惟，澤井梓 他．血糖
コントロールの高値に対する相対的な
HbA1c低値から診断に至った異常ヘモグロ
ビンＤ症の１例．糖尿病 2016；59：401-
6．
31）合屋佳世子，今門啓恵，石橋みど
り 他．異なる方法で測定した特定検診に
おけるHbA1cの比較．人間ドック 2022；
37：15-9．
32）石橋みどり．遠心後のHbA1c測定法の
ポイント－正しいHbA1c測定値を得るため
に．Medical Technology 2022；Vol.50
（３）：272-6．
33）廣渡　祐史．ヘモグロビンA1c各種測
定法の特徴 Medical Technology 2024；
Vol.52（２）163-8．
34）桑克彦，岡橋美貴子，佐藤麻子 他．
遠心処理後に測定するHbA1c測定法での採
血管の取り扱い（EDTA入り採血管の推
奨）について．糖尿病 2021；64：336-9．
39）清瀬闊：Glycosylated hemoglobinにつ
いて．日本自動化健診学会誌，11：311-
27,1984．
40）Development of an HbA1c-Based 
Conversion Equation for Estimating 
Glycated Albumin in a Korean Population 
with a Wide Range of Glucose Intolerance 
（2014 Apr 22;９（４）:e95729. doi:10.1371/
journal.pone.0095729）
41）Relationship of Glycated Albumin to 
Blood Glucose and HbA1c Values and to 
R e t i n o p a h t y， N e p h r o p a t h y， a n d 
Cardiovascular Outcomes in the DCCT/
EDIC Study（David M. Nathan， Paula 
McGee， Miche l W. Ste f f e s， et a l . 
Diabetes 2014；63：282-90.）
42）Koga M. and Kasayama S.:Clinical 
impact of glycated albumin as another 
glycemic control marker . Endocrine 
Journal 2010, 57（９）， 751-762
43）Koga M. Glycated albumin;clinical 
usefulness. Clin Chim Acta 2014, 433:96-
104.
44）Periodontal treatment guidelines for 
patients with diabetes. Revised version 3. 
Tokyo Ishiyaku Shuppan（2023）．
45）Umezaki Y, Yamashita A, et al:The 
role of periodontal treatment on the 
reduction of hemoglobinA1c, comparing 
with exist ing medicat ion therapy:a 
systematic review and meta-analysis．
Front i e r s in C l i n i c a l D iabe tes and 
Healthcare. 2025 Feb 25:6:1541145. doi: 
10.3389/fcdhc.2025.1541145. eCollection 
2025．
46）Kurinami N, Ashida K, et al:Severe 
periodontal disease in Japanese patients 
with high HbA1c levels: a cross-sectional 
study．
Diabetology International, volume 15:562-
568, 2024．

５）古賀正史．グリコアルブミン，フル
クトサミン．総合臨牀 2008；57：1922-7.
６）佐久間伸子，大村昌夫，斉藤寿一．
食後血糖や血糖変動の推定は？肥満と糖
尿病 2008；７：818-20.
７）Coban E， Ozdogan M， Timuragaoglu 
A. Effect of Iron Deficiency Anemia on 
t h e L e v e l s o f H emog l o b i n A1c i n 
Nondiabetic Patients. Acta Haematol 
2004；112：126-8.
８ ） Cas W. W， Kor M， Tjeerd de 
Haann， et al. Carbamylated Hemoglobin 
Interference in Glycohemoglobin Assays. 
Clinical Chemistry 1999；45：438-40.
９）糖尿病専門医研修ガイドブック　改
定第３版．東京：診断と治療社；2007. 
p.151-4
10）村上純子．異常ヘモグロビン．日本
臨牀 2010；68巻増刊号１：821-4.
11）古賀正史，村井潤，曽我純子 他．人
間ドック受診時にHbA1cの異常低値を契機
に発見した異常ヘモグロビン５例の解
析．糖尿病 2013；56：841-8.
12）Ijima H， Jinnouchi H， Hamaguci K， 
et al. Cases with Hb Toranomon show 
abnormal HbA1c levels measured by 
upg r a ded h i g h - p e r f o rman ce l i q u i d 
chromatography models. Diabetol Int 
2011；２：202-7.
13）中西豊文．異常ヘモグロビン－血糖
マーカー値乖離の原因としての可能性．
臨床検査 2013；57：1515-21.
14）椹わか菜．貧血や異常ヘモグロビン
の人のHbA1cは？肥満と糖尿病 2013；
９：372-4.
15）古賀正史．異常ヘモグロビンにおけ
るHPLC法と他の方法で測定したHbA1c値
の乖離について．糖尿病 2014；57：923-5．
23）田原保宏．HbA1cの読み方．数理糖尿
病学のすすめ 2025. p.88
24）中西豊文，岸川匡彦，宮﨑彩子 他．
ソフトイオン化質量分析法による疾患関
連変異蛋白の構造分析．臨床化学1997； 
26：115-124．
25）清水章，中西豊文，岸川匡彦 他．蛋
白質構造異常症のソフトイオン化質量分
析による臨床検査技術の開発．中谷電子
計測技術振興財団年報 2001；15：28-34．
26）小柴賢洋編著．検査データの読み方
とピットフォール．金芳堂 2025. p.39-46.
27）東野功嗣．HPLC法の素敵な部分と酵
素法のチャームポイント．生物試料分析 
2020；43：224-30．

（７月19日、第623回診療内容向上
研究会より）

図５図１　症例

－：理論上、実際の血糖コントロールと乖離しない
↑：理論上、実際の血糖コントロールに比べ高値となる
＊１：理論上、高値、低値のいずれもとり得る。また、実際の血糖コントロールと乖離しない場合もある。
＊２：理論上、上昇する場合も、低下する場合もいずれもあり得る。また、変化しない場合もある。
＊３：理論上、乖離する場合も、乖離しない場合もいずれもあり得る。

疾患や病態 GA HbA1c
（HPLC）

HbA1c
（免疫法）

GA/HbA1c
（HPLC）比

GA/HbA1c
（免疫法）比

HbA1c HPLCと
免疫法の関係

①血糖コントロールの急激な改善 － ↑ ↑ 低下 低下 乖離しない

②食後血糖改善薬での治療 － ↑ ↑ 低下 低下 乖離しない

③鉄欠乏性貧血 － ↑ ↑ 低下 低下 乖離しない

④BUNの上昇（50mg/dl以上） － ↑ － 低下 変化しない HPLC＞免疫法

⑤大量のビタミンCやアスピリンの投与 － ↑ － 低下 変化しない HPLC＞免疫法

⑥慢性のアルコール中毒 － ↑ － 低下 変化しない HPLC＞免疫法

⑦HbFの高値 － ↑ － 低下 変化しない HPLC＞免疫法

⑧異常ヘモグロビンの一部 － ＊１ ＊１ ＊２ ＊２ ＊3

GA  20％
HbA1c HPLC法 9.5％
 免疫法 9.0％


